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●�

９
月
定
例
会
は
１
日
か
ら
24
日
ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

た
。

●�

令
和
2
年
度�

一�

般
・
特
別
会
計
の
決
算
、
3
年
度
補
正
予
算
な
ど
町

か
ら
の
提
出
議
案
は
、
報
告
２
件
、
条
例
1
件
、
決
算
の
認
定
が
10

件
、
補
正
予
算
６
件
、
そ
の
他
2
件
、
21
件
す
べ
て
原
案
ど
お
り
認
定
、

可
決
し
た
。

●�

発
議
6
件
可
決
。
請
願
４
件
の
内
4
件
採
択
、
陳
情
3
件
の
内
1
件

採
択
、
２
件
継
続
審
査
と
し
た
。

令和2年度一般・特別会計決算を認定
町税は減  地方交付税は増加

歳入 110億9469万円 歳出 103億355万円

町税 9.7%
10億8032万円

その他 20.3%
22億5421万円

自主財源
義務的経費

依存財源

人件費 13.0%
13億4107万円

扶助費 5.0%
5億1013万円

公債費 7.6%
7億8115万円

建設事業費 21.4%
22億354万円

その他 53.0%
54億6766万円

地方交付税 32.2%
35億7219万円

国・県支出金 23.8%
26億3624万円

町債 10.6%
11億7140万円

その他 3.4%
3億8033万円

特別会計決算  令和2（2020）年度決算総括表� （単位：千円）

区分
会計 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

からまつの丘地区��
汚水処理場管理事業 2,441 1,877 564

訪問看護ステーション 55,010 43,099 11,911
国民健康保険事業 1,342,842 1,291,730 51,112
後期高齢者医療 161,939 161,595 344
介護保険事業 1,246,763 1,242,431 4,332
住宅地造成事業 4,589 57 4,532

特別会計合計 2,813,584 2,740,789 72,795

令
和
2
年
度
飯
綱
町
一
般
会
計�

�
�

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

�

賛
成
討
論��

︱��

渡
邉�

千
賀
雄

　

憲
法
９
条
を
守
り
、
福
祉
増
進
を
図
り
、

人
口
減
問
題
、
農
業
振
興
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
活

力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
、
計
画
に
沿
っ

た
財
政
運
営
を
求
め
ま
す
。

＜用語解説＞
自主財源＝�自治体が自主的に収入する財源で、この財源の多寡が、行政活動の自主性と安定性を確保して

いるかどうかの尺度となります。
依存財源＝�国、県などにより定められた額が交付されたり、割り当てられる財源です。
義務的経費＝人件費、扶助費、公債費。

※提出議案の数字を使用しているため「いいづな通信」とは合致しない
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企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
合
計
で

は
２
億
円
余
り
減
少
し
、
１
４

０
億
円
余
と
な
っ
た
。

　
上
水
道
事
業
は
現
状
順
調
だ

が
、
設
備
老
朽
化
へ
の
対
策
は

重
荷
で
あ
る
。

　
下
水
道
事
業
は
企
業
会
計
へ

の
移
行
で
経
営
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
が
、
黒
字
経
営
に
は

遠
く
、
企
業
債
の
返
済
負
担
が

重
く
、
一
般
会
計
へ
の
依
存
体

制
は
続
く
。

　
病
院
事
業
は
当
面
コ
ロ
ナ
対

策
に
忙
殺
さ
れ
る
が
、
早
く
通

常
に
戻
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
当
面
の
喫
緊
の
課
題
は
人
口

対
策
で
あ
る
が
、
有
効
な
対
策

の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

所
得
低
迷
が
続
い
て
お
り
、
打

開
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
年
度
内
に
コ
ロ
ナ
関
連
の
補

助
金
に
お
い
て
飯
綱
町
の
歳
入

に
欠
陥
を
生
じ
た
こ
と
は
誠
に

遺
憾
で
あ
る
。
綱
紀
粛
正
を
要

請
す
る
。

　
一
般
会
計
は
総
額
１
１
０
億

円
余
と
い
う
未
曽
有
の
決
算
額

と
な
っ
た
が
、
予
算
の
執
行
は

手
堅
く
処
理
さ
れ
、
７
億
円
余

の
余
剰
金
を
生
み
だ
し
、
財
政

基
盤
の
強
化
と
な
っ
た
。

　
予
算
が
膨
ら
ん
だ
の
は
、
待

望
の
庁
舎
の
新
築
と
コ
ロ
ナ
対

策
の
た
め
で
問
題
は
な
い
。

　
特
別
会
計
・
企
業
会
計
も
病

院
会
計
を
除
き
全
て
黒
字
会
計

で
、
し
か
も
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
が
減
少
す
る
な
ど
好
調
な

決
算
。
病
院
会
計
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
業
績
が
低
迷
し
た
が
、

国
や
飯
綱
町
の
支
援
も
あ
り
２

３
０
０
万
円
の
赤
字
に
と
ど
ま

っ
た
。

　
新
庁
舎
の
着
工
に
よ
り
一
般

会
計
で
の
町
債
の
発
行
が
増
加
、

残
高
が
４
億
円
増
加
し
て
、
76

億
円
余
と
な
っ
た
が
、
低
金
利

に
よ
り
利
息
の
負
担
は
軽
く
な

っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
企
業
会

計
で
の
町
債
の
残
高
は
順
調
に

返
済
が
進
み
６
億
円
減
少
。
残

高
63
億
円
と
な
り
、
一
般
会
計
、

令和３年度　9月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成 ●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案

飯綱町福祉医療費給付金支給条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度飯綱町一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度飯綱町からまつの丘地区汚水処理場管理事業特
別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計歳入歳出
決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度飯綱町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決
算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度飯綱町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ －
令和２年度飯綱町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度飯綱町住宅地造成事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度飯綱町水道事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度飯綱町病院事業会計決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和２年度飯綱町下水道事業会計剰余金の処分及び決算
の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町国民健康保険事業特別会計補正予算（第
１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ －
令和３年度飯綱町介護保険事業特別会計補正予算（第１
号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
令和３年度飯綱町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
飯綱町過疎地域持続的発展計画の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願

「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書」採
択を求める請願書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付奨学
金制度の確立を求める請願 採択 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● －
「国の責任による『20人学級』を展望した少人数学級のさらな
る前進」を求める請願 採択 ○ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● －
地域高校の存続と30人規模学級を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情 緊急支援について（要望） 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実
を求める意見書案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
凍霜害及び褐斑病被害対策を求める要望書案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※採択された請願・陳情は、関係機関に意見書を提出しました。

大
川
憲
明

青
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目
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田
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風
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男
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均

賛
否
結
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計

　
決
算
審
査
報
告
書
（
抜
粋
）

�

代
表
監
査
委
員�

山
本�

孝
利
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地方創生推進交付金事業
～主な事業実績～

１. 世界に誇る力強い産業形成事業　１億8575万円
� （国庫支出金6570万円、地方債2600万円、一般財源9332万円　他）

　≪�農業所得の向上、新規就農者の獲得、耕作放棄地の減少等を目標に�
事業展開≫

⑴　三本松農業拠点施設整備・運営事業
　・加工施設建設工事／工事監理業務／備品購入／試行管理運営業務
　・加工施設活用に向けた機能性食品開発等の研究業務
　・いいづなマルシェむーちゃん施設整備／エリア土地借地料
　・直売組織統合に係る各種調整業務
⑵　ICT農業の推進関係事業
⑶　農業塾「信州飯綱りんご学校」運営業務
⑷　信州大学との共同研究による四季成いちごの栽培実証実験事業
⑸　６次産業化推進体制コーディネート業務
⑹　農産物等のＰＲ等に関する取組関連事業
　・ECサイト「みつどんマルシェ」の管理運営業務
　・いいづなりんごフェア支援業務
　・農産物特産品ブランド化支援／新規販路開発支援業務
⑺　㈲飯綱町ふるさと振興公社への出資金

２. もっと自分らしく輝くi（アイ）ママ事業　8167万円
� （国庫支出金3765万円、一般財源4402万円）

　≪�安心して働きながら子育てができる「日本一女性が住みたくなる町」
をめざし、事業展開≫

⑴　ワークセンター（i ワーク）を拠点とした事業
　・ワークセンター管理運営委託
　・i ママフェスタの開催
　・いいづなRPA※女子育成プロジェクト
　　　※RPA…�定型的なデータ入力などの事務作業をコンピュータを使って� � � � � 代

行させる技術
　･二拠点移住コミュニティプロジェクト
⑵　大学連携プロジェクト
　・わくわく子育て講座の開催

▲�三本松農産物加工施設

▲�iワークコミュニティスペース

第 64 号（4）

定
例
会



３. しごとの創業・交流拠点整備事業　4756万円
� （国庫支出金1172万円、一般財源3584万円）

　≪�しごとを通じて交流できる場を創設し、起業や雇用の地方への流れを
促すことを目的に事業展開≫

⑴　しごとの創業・交流拠点整備事業業務委託
　・まちづくり会社「㈱カンマッセいいづな」の業務支援
　・起業体験スクール（北部高校生 17名参加　全 8回）の実施
　・�いいづな事業チャレンジの企画・運営� � � � � � � �
（事業発表者６名、観覧者 83名）

⑵　�情報発信・町民交流・移住サポートセンター「Z
ズ

Q
ク

」管理運営� � � � � �
業務

　・商店街の活性化・移住者支援・イベント企画
⑶　移住体験用住宅管理・空き家状況調査等業務

４. 住み慣れた地域に住み続けられる町形成事業　1469万円
� （国庫支出金707万円、一般財源762万円）

　≪�交通手段の確保、生活サービス機能の集約、地域コミュニティの形成
の促進を目標に事業展開≫

⑴　地域公共交通計画推進支援業務
⑵　地域間拠点バス運行事業
⑶　i バス停留所製作委託業務
⑷　集落創生事業

５. いいづな「いきがい創造」プロジェクト事業　1億5798万円
� （国庫支出金8019万円、地方債4500万円、一般財源3279万円）

　≪�誰もが生涯にわたって元気に楽しく活躍できる町の実現を目標に事業
展開≫

⑴　旧牟礼西小学校跡拠点施設整備実施設計業務・監理業務
⑵　ヘルスプログラム・ツーリズム等企画・開発・運営業務
⑶　地方創生関連事業に係る各種支援業務
　・�「㈱カンマッセいいづな」への支援・いいづなコネクト管理運営� � � � �
基本計画の策定

　・ウェブサイト「いいいいいいづな」管理運営業務
⑷　都市・農村交流推進業務

▲�いいづなコネクトEAST� �
（旧三水第二小）

▲�iバス停留所

▲�いいづなコネクトWEST��
（旧牟礼西小）

（5）長野県　飯綱町議会だより
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令和2年度決算徹底チェック
町のお金は適正・効果的に使われたか

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

ク
レ
ー
ム
防
止
は

　

��　
ク
レ
ー
ム
が
増
え
る

中
、
事
業
者
に
は
伝
え
て
い

る
か
。

質
問

答
弁　

事
業
者
へ
は
伝
え
て

い
る
。

　
選
果
基
準
表
を
統
一
し
出
荷

時
は
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ
な
で

検
品
し
て
い
る
。

災
害
時
の
自
主
防
災
組
織

　

��　
１
０
０
％
を
目
指
し
、

地
区
ご
と
の
防
災
組
織
設
置

基
準
の
見
直
し
と
は
。

質
問

答
弁　

組
織
の
無
い
行
政
区

へ
見
直
し
の
依
頼
。
自
警
団
員

の
ケ
ガ
は
公
務
災
害
補
償
対
象

だ
が
、
水
害
は
な
ら
な
い
。
自

治
保
険
の
対
象
と
な
る
よ
う
に

設
置
基
準
の
見
直
し
を
進
め
る
。

合
併
特
例
交
付
金
は

　

��　
充
当
事
業
は
新
庁
舎

建
設
事
業
の
み
。
集
会
施
設

等
地
域
か
ら
の
要
望
は
。

質
問

答
弁　

平
成
22
年
頃
は
整
備

事
業
の
補
助
の
財
源
に
充
当
し

た
。
現
在
要
望
は
、
集
会
施
設

整
備
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
対
応
し
て
い
る
。

一
般
競
争
入
札
内
訳
は

　

��　
一
般
競
争
入
札
は
６

件
。
指
名
競
争
入
札
が
67
件

だ
が
、
町
内
外
の
受
注
事
業

者
は
。

５
千
万
円
以
上
の
工
事
入
札

参
加
事
業
者
数
は
。

質
問

答
弁　

一
般
競
争
入
札
、
町

内
１
件
、
町
外
５
件
。
指
名
競

争
入
札
、町
内
38
件
、町
外
29
件
。

　
５
千
万
円
以
上
の
参
加
資
格

は
工
事
種
別
に
よ
り
異
な
る
。

町
内
外
に
平
等
に
参
加
を
呼
び

掛
け
る
。

集
落
創
生
事
業
推
進
へ

　
��　

住
民
だ
け
で
は
良
い

ア
イ
デ
ア
が
出
な
い
。
町
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
。

質
問

答
弁　

広
報
紙
で
の
Ｐ
Ｒ
、

区
長
組
長
会
で
周
知
。
自
主
的

な
事
業
で
あ
り
、
女
性
や
若
者

が
地
域
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え

る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

る
。

農
地
情
報
デ
ー
タ
と
は

　

��　
業
者
に
２
１
０
万
７

千
円
で
委
託
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。

質
問

答
弁　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
結

果
や
移
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
の

更
新
業
務
。
今
後
は
単
年
度
分

の
更
新
だ
け
で
費
用
は
少
な
く

な
る
。
地
図
デ
ー
タ
の
入
力
は

委
託
業
者
し
か
で
き
な
い
。

農
産
物
支
援
の
成
果

　

��　
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化

支
援
、
新
規
販
路
開
発
支
援

業
務
は
。

質
問

答
弁　

通
信
販
売
サ
イ
ト
へ

の
新
規
販
路
の
開
拓
。

　
都
内
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
り
ん

ご
を
扱
っ
て
も
ら
う
機
会
が
増

え
、
約
２
・
５
ｔ
を
出
荷
し
た
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
知
名

度
の
向
上
の
効
果
も
あ
り
今
後

大
き
な
商
流
構
築
や
ブ
ラ
ン
ド

強
化
に
つ
な
が
る
。

　

��　
「
飯
綱
の
里
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
事
業
」
農
畜
産
物

付
加
価
値
化
を
推
進
し
て
い

る
が
、
推
奨
品
制
度
の
メ
リ

ッ
ト
は
。

質
問

答
弁　

町
と
し
て
新
た
に
外

に
向
け
発
信
す
る
一
つ
の
手
段

で
あ
る
。
品
種
を
多
く
し
、
観

光
の
一
部
と
し
て
進
め
て
い
く
。

新
規
就
農
者
現
状
は

　

��　
新
規
就
農
者
の
把
握

は
毎
年
し
て
い
る
か
。

質
問

答
弁　

国
の
農
業
次
世
代
人

材
投
資
資
金
の
交
付
を
受
け
た

者
の
数
。
新
規
就
農
や
後
継
就

農
と
い
う
定
義
・
概
念
等
あ
る

の
で
当
該
年
度
の
就
農
者
全
て

厳
密
に
把
握
は
で
き
な
い
。

▶�

ブ
ラ
ン
ド
化
が
期
待
さ
れ
る�

飯
綱
産
り
ん
ご
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河
川
水
質
向
上
へ
取
組
は

　

��　
大
腸
菌
の
数
値
が
高

い
の
は
家
畜
排
水
か
。

質
問

答
弁　

農
業
肥
料
も
河
川
へ

流
れ
る
と
大
腸
菌
群
数
に
反
映

さ
れ
る
。
家
畜
排
水
で
の
汚
染

と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　

��　
人
為
的
な
排
水
が
あ

っ
た
ら
監
視
や
行
政
指
導
は
。

質
問

答
弁　

令
和
２
年
度
の
実
績

は
な
い
。
対
象
農
家
へ
は
指
導

す
る
。

太
陽
光
発
電
工
事
確
認
は

　

��　
開
発
行
為
条
例
に
基

づ
き
許
可
し
て
い
る
が
、
災

害
対
応
や
設
置
の
際
の
確
認

は
。 質

問
答
弁　

地
元
意
見
を
参
考
に

許
可
。
環
境
上
適
さ
な
い
場
合

は
業
者
に
指
摘
し
、
指
導
し
て

い
る
。
町
の
条
例
に
は
罰
則
規

定
が
な
く
、
踏
み
込
ん
だ
指
導

が
で
き
な
い
。
国
、
県
が
規
制

を
強
め
た
ら
そ
れ
に
準
じ
る
。

業
者
の
営
業
活
動
を
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

意
見　

行
政
の
で
き
る
範
囲

で
業
者
へ
監
視
と
指
導
を
。

生
活
管
理
指
導
短
期 

 

宿
泊
所
と
は

　

��　
保
護
が
必
要
と
い
う

情
報
ま
た
、保
護
へ
の
経
過
は
。

質
問

答
弁　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
高
齢
者
に
限
ら
ず
障
害
者
等

の
虐
待
情
報
も
入
る
。
保
護
に

至
る
こ
と
も
あ
る
。

学
級
編
成
検
討
段
階
で
は

　

��　
人
口
推
計
で
は
、
５

～
10
年
後
に
は
、
今
の
ク
ラ

ス
数
は
維
持
で
き
な
い
。
１

校
に
統
合
か
小
中
一
貫
校
か

内
部
検
討
は
し
て
い
る
か
。

質
問

答
弁　

今
は
転
入
生
が
あ
り
、

町
も
人
口
増
対
策
を
進
め
て
状

況
を
窺
っ
て
い
る
。
10
年
先
を

見
据
え
て
内
部
検
討
を
考
え
る
。

意
見　

10
代
や
30
代
は
大
幅

な
転
入
超
過
に
な
っ
て
い
る
。

飯
綱
町
で
子
ど
も
を
育
て
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
増
え

て
い
る
。
町
の
事
業
を
町
外
に

発
信
す
る
こ
と
が
必
要
。

歴
史
ふ
れ
あ
い
館  

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は

　

��　
協
議
は
進
ん
で
い
る
か
。

質
問

答
弁　

施
設
を
改
修
と
い
う

大
規
模
な
も
の
で
は
な
い
。
企

画
展
や
特
別
展
の
内
容
を
展
示

物
と
し
て
残
す
。
５
年
後
の
合

併
20
周
年
を
目
標
に
、
例
え
ば

「
三
水
用
水
」
の
企
画
展
を
開

催
し
、
常
設
展
示
物
と
し
て
残

し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
対
策
は

　

��　
地
域
支
え
合
い
プ
ラ

ス
ワ
ン
消
費
促
進
事
業
が
あ

る
が
商
品
券
配
布
事
業
97
％

①
飲
食
店
応
援
チ
ケ
ッ
ト
②

宿
泊
応
援
事
業
の
使
用
状
況

は
。 質

問
答
弁　

ほ
ぼ
使
わ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業

２
年
度
は
２
万
枚
印
刷
。
販
売

数
は
１
万
２
千
６
７
０
冊
。
63

％
に
な
る
。

２
つ
の
加
工
場
の  

 

今
後
は

　

��　
高
齢
化
と
使
用
料
の

減
少
が
あ
る
が
、
若
い
世
代

の
利
活
用
を
進
め
る
た
め
施

設
機
能
と
環
境
整
備
検
討
と

有
る
が
。

質
問

答
弁　

施
設
の
老
朽
化
も
含

め
現
状
の
施
設
で
は
限
界
が
見

え
て
い
る
。
設
備
等
に
何
か
い

い
補
助
が
あ
れ
ば
活
用
し
、
新

た
施
設
を
検
討
し
て
い
く
。

ど
う
な
る
、し
尿
処
理
施
設

　

��　
北
部
施
設
組
合
費
２

千
６
０
０
万
円
だ
が
、
１
割

が
、
し
尿
処
理
施
設
を
利
用
。

老
朽
化
に
よ
り
直
す
か
、
作

り
替
え
る
か
結
論
は
。

質
問

答
弁　

大
変
な
課
題
で
あ
る
。

共
同
で
は
経
費
が
か
か
り
過
ぎ

る
。
現
有
の
公
共
下
水
に
運
び

込
む
の
が
ベ
タ
ー
か
。

　
令
和
６
年
頃
ま
で
に
は
ど
う

処
理
し
て
い
く
か
、
結
論
を
出

し
た
い
。

特
別
会
計

ど
う
な
る
病
院
再
編
・
統
合

　

��　
地
域
医
療
構
想
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
。

質
問

答
弁　

コ
ロ
ナ
対
応
で
棚
上

げ
状
態
。
令
和
２
年
度
末
か
ら

３
年
当
初
に
書
面
会
議
や
各
種

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
２
～

３
年
の
う
ち
に
結
論
付
け
か
。

　
信
越
病
院
は
移
転
新
築
に
伴

い
病
床
数
減
の
予
定
。
飯
綱
病

院
は
介
護
病
床
21
床
が
制
度
廃

止
に
伴
い
減
少
の
見
込
み
で
、

療
養
病
床
に
転
換
す
る
か
検
討

問
題
で
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
推
進
事
業
は

　

��　
ど
の
程
度
の
規
模
か
。

質
問

答
弁　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に

よ
る
各
種
証
明
書
の
発
行
等
、

事
務
の
効
率
化
を
想
定
。
町
内

で
は
、
三
水
用
水
の
水
門
を
ス

マ
ホ
で
開
閉
し
た
り
、
河
川
に

セ
ン
サ
ー
を
付
け
て
水
位
を
監

視
す
る
シ
ス
テ
ム
、
農
業
用
ハ

ウ
ス
内
の
温
度
、
湿
度
を
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
を
農
家
へ
導
入

支
援
を
想
定
し
て
い
る
。

▲�地元のお店を応援しよう！�飯綱町
商工会飲食店応援チケットとテイ
クアウト＆デリバリーのチラシ
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請
願
者　
長
野
県
高
等
学
校
教

職
員
組
合
北
部
分
校

執
行
委
員
長　
大
日
方�

有
希

　
国
の
責
任
で
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
の
全
て
に
お
い
て
、

「
20
人
学
級
を
展
望
し
た
少
人

数
学
級
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
」。

歳
入

･�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金�

９
３
０
万
円

･
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金

�

２
０
０
０
万
円

歳
出

･�

帰
省
で
き
な
い
大
学
生
へ
の

応
援
事
業�

１
５
０
万
円

･�

福
祉
灯
油
代
（
３
万
円
×
４

０
０
件
）�

１
２
４
０
万
円

･�

果
樹
振
興
事
業
費
（
災
害
果

を
蜜
セ
ン
サ
ー
に
か
け�

ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
に�

１

万
箱
）�

２
０
０
０
万
円

･
予
備
費�

▲
４
２
１
万
円

�

賛
成
討
論��

︱��

渡
邉�

千
賀
雄

　

り
ん
ご
の
凍
霜
害
被
害

等
に
対
し
て
の
農
家
支
援

は
、
再
生
産
の
意
欲
に
も
な

る
。
ま
た
寒
さ
を
前
に
し
て

の
福
祉
灯
油
の
実
施
は
、
心

温
ま
る
支
援
策
で
あ
り
賛
成
。

主
な
歳
入

･
普
通
交
付
税

　
４
億
９
４
７
５
万
円

･
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金　

　
２
億
１
９
２
１
万
円

･
繰
入
金

�

▲
２
億
６
９
３
０
万
円

･
繰
越
金�

５
６
６
５
万
円

･
町
債�

６
８
９
０
万
円

　
（
臨
時
財
政
対
策
債
）�

�
�

▲
１
２
１
０
万
円

　
過
疎
債�

６
８
９
０
万
円

主
な
歳
出

･
ふ
る
さ
と
応
援
基
金�

�
�

７
８
８
７
万
円

･
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費��

�

１
億
４
０
３
４
万
円

･�

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
（
旧
牟
礼
西
小
）、
パ
ワ

ー
リ
ハ
ビ
リ
賃
貸
料
ほ
か�

�
�

１
７
５
万
円

･�

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
確
保�

１
６
２
２
万
円

･
公
債
費
（
繰
上
償
還
）��

�

２
億
１
０
５
０
万
円

令
和
３
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

�

︱
可
決

　
既
定
予
算
に
２
９
３
０
万
円

を
増
額
し
て
、
総
額
を
90
億
３

０
０
万
円
と
す
る
も
の
。

契
約
金
額

５
５
０
０
万
円

相
手
方

村
松
建
設
株
式
会
社
代
表

取
締
役　
村
松�

む
つ
代

補
正
予
算

令
和
３
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

�
︱
可
決

　
既
定
予
算
に
５
億
８
６
９
６

万
円
を
増
額
し
て
、
総
額
を
89

億
７
３
７
０
万
円
と
す
る
も
の
。

飯
綱
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
の
策
定

�

︱
可
決

基
本
方
針

第
２
次
町
総
合
計
画
に
準
じ

「
あ
ふ
れ
る
自
然
、
共
に
豊
か

な
暮
ら
し
創
生
」

主
な
内
容

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を

目
指
す
た
め
、
①
地
域
社
会
を

担
う
人
材
育
成�

②
地
域
経
済

の
活
性
化�

③
情
報
化�

④
交
通

機
能
の
確
保
及
び
向
上�

⑤
生

活
環
境
の
整
備�

⑥
福
祉
の
向

上�

⑦
医
療
の
確
保�

⑧
教
育
環

境
の
整
備�

⑨
集
落
の
維
持
及

び
活
性
化�

⑩
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
促
進
に
係
る
事

業
計
画
を
定
め
た
。

計
画
期
間

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
８

年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て�

︱
可
決

工
事
名

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

鳥
居
新
橋

工
事
内
容

当
て
板
・
部
材
交
換
、
橋
梁

塗
装
、
支
承
補
修
工
事

三水地域��一部過疎に指定により
過疎地域を持続的に
 発展させる計画を策定

▶�

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
終
了
し
た
鳥
居

新
橋

▲�災害果をふるさと納税で
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賛
成
討
論

�

目
須
田�

修

　

少
子
化
が
進
む
中
、
教
育

現
場
の
未
来
に
期
待
し
て
、

よ
り
き
め
細
か
な
教
育
を
可

能
に
す
る
た
め
に
、
対
応
策

と
し
て
の
『
少
人
数
学
級
』

を
前
進
さ
せ
た
い
。

�

荒
川�

詔
夫

　

昨
今
の
家
庭
及
び
地
域
等

で
の
教
育
力
低
下
の
現
状
を

踏
ま
え
る
と
、
穴
埋
め
は
学

校
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
少

人
数
学
級
編
成
実
施
は
不
可

欠
で
あ
る
。

�

伊
藤�

ま
ゆ
み

　

欧
米
で
は
、
少
人
数
学
級

が
実
現
し
て
お
り
、
様
々
な

工
夫
が
さ
れ
て
、
一
人
ひ
と

り
が
大
事
に
さ
れ
る
学
習
が

行
わ
れ
て
い
る
。
保
護
者
や

現
場
の
声
を
届
け
る
の
が
議

会
の
仕
事
だ
。

反
対
討
論

�
��

青
山�

弘

　

文
科
大
臣
は
35
人
学
級
を

充
実
し
た
も
の
に
し
、
5
年

間
で
し
っ
か
り
検
証
し
改
善

改
革
を
進
め
て
い
く
と
言
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
検
証
を
待

つ
べ
き
。

�
��

中
島�

和
子

　

学
級
に
お
い
て
、
多
く
の

仲
間
と
の
出
会
い
は
集
団
生

活
の
礎
。
少
人
数
よ
り
も
子

ど
も
の
最
大
の
教
育
環
境
で

あ
る
教
師
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
取
組
を
。

�

荒
川�

詔
夫

　

憲
法
で
は
、
世
帯
所
得
の

多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
何
人

も
教
育
を
受
け
る
権
利
の
平

等
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
高
校
無
償
化
の
権

利
は
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
。

�

伊
藤�

ま
ゆ
み

　

安
心
し
て
学
ぶ
環
境
整
備

は
、
多
様
な
人
材
育
成
の
上

で
も
国
の
務
め
だ
。
授
業
料

は
平
等
で
あ
る
べ
き
で
所
得

の
多
い
方
は
税
と
し
て
納
め

る
べ
き
で
あ
る
。

「
国
の
責
任
に
よ
る
『
20
人

学
級
』
を
展
望
し
た
少
人
数

学
級
の
さ
ら
な
る
前
進
」
を

求
め
る
請
願�

︱
採
択

請
願
者　
長
野
県
高
等
学
校
教

職
員
組
合
北
部
分
校

執
行
委
員
長　
大
日
方�

有
希

　
国
の
責
任
で
、
小
学
校
、
中

学
校
、
高
校
の
全
て
に
お
い
て
、

「
20
人
学
級
を
展
望
し
た
少
人

数
学
級
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
」。

請
願
者　
長
野
県
高
等
学
校
教

職
員
組
合
北
部
分
校

執
行
委
員
長�

大
日
方�

有
希

　
国
は
、
教
育
予
算
を
増
や
し

て
、「
高
等
学
校
等
就
学
支
援

金
」
の
所
得
制
限
を
や
め
、「
高

校
無
償
化
」
を
復
活
す
る
こ
と

と
、
高
校
生
に
対
す
る
給
付
奨

学
金
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
を

求
め
て
い
る
。

反
対
討
論

�

青
山�

弘

　

所
得
制
限
に
よ
っ
て
無
償

化
の
対
象
を
絞
り
こ
む
こ
と

で
財
源
を
捻
出
し
、
そ
れ
を

非
課
税
世
帯
、
低
所
得
世
帯

へ
の
支
援
に
活
用
す
る
こ
と

は
理
解
で
き
る
。

賛
成
討
論

�

渡
邉�

千
賀
雄

　

国
際
的
に
、
日
本
は
学
級

規
模
人
数
の
少
人
数
化
が
遅

れ
て
い
る
。
国
の
教
育
予
算

が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
最
低
ク
ラ
ス

に
少
な
い
こ
と
だ
。
国
の
責

任
で
教
育
条
件
拡
充
に
賛
成
。

請　
　
願

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請

願
書�
︱
採
択

請
願
者�

飯
綱
町
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長�

土
屋�
裕
美

　
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水

準
の
維
持
向
上
の
た
め
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持

し
、
負
担
率
を
２
分
の
１
に
復

元
・
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。

地
域
高
校
の
30
人
規
模
学
級

を
求
め
る
請
願�

︱
採
択

請
願
者　
長
野
県
高
等
学
校
教

職
員
組
合
北
部
分
校　

執
行
委
員
長�

大
日
方�

有
希

　
一
人
ひ
と
り
に
ゆ
き
と
ど
い

た
教
育
を
保
障
す
る
た
め
、
地

域
高
校
の
存
続
と
30
人
規
模
学

級
の
実
現
を
求
め
て
い
る
。

委
員
会
で
不
採
択
も 

 

本
会
議
で
採
択

国
の
教
育
予
算
を
増
や
し
て

「
高
校
無
償
化
」
を
復
活
し
、

給
付
奨
学
金
制
度
の
確
立
を

求
め
る
請
願�

︱
採
択

▲�コロナ流行前のにぎやかな運動会（牟礼小）

（9）長野県　飯綱町議会だより
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渋沢��憲一さん
（倉井）

原田 重美議員
ポストコロナを見据えた将来のまちづくりは

原田 幸長議員
１　台風災害における避難所運営のあり方は
2　災害時における聴覚障がい者への情報伝達は
3　ＡED設置を町内のコンビニに

石川 信雄議員
１　コロナ禍における事業者・生産者の救済を
2　窓口サービスのネットワーク化推進を

渡邉 千賀雄議員
１　過疎法対応で町ならではの考えは
2　盛土、土石流対策は
3　補聴器購入補助制度は

伊藤 まゆみ議員
１　生理の貧困への対応を
2　後期高齢者医療保険料の軽減の検討状況は
3　１８歳以上の学生へ支援を
4　飯綱東高原の道路の安全確保を

瀧野 良枝議員
地方創生推進交付金事業の効果検証は

清水 均議員
第２次飯綱町総合計画に係る検証は

荒川 詔夫議員
１　町政執行のあり方と議会対応は
2　選挙関係について

ポストコロナ、第２次飯綱町総合計画、	
地方創生事業などを質す

•�一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求めるものです。
•�一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•�一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

議
会
の
一
般
質
問
に
初

め
て
傍
聴
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
９
月
議
会

で
は
、
初
日
の
午
前
中
に
、

３
名
の
方
の
質
問
を
拝
聴

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

時
節
柄
、
新
型
コ
ロ
ナ

関
連
の
質
問
が
多
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え

た
将
来
の
町
づ
く
り
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業

者
・
生
産
者
救
済
に
つ
て

は
突
っ
込
ん
だ
質
疑
応
答

が
あ
り
ま
し
た
、
そ
の
中

で
、
飯
綱
町
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
ま
す
と
、
ま
だ

ま
だ
楽
観
で
き
る
状
況
で

は
な
い
中
で
、
今
後
も
議

会
が
果
た
す
役
割
は
非
常

に
重
要
か
と
も
考
え
ま
す
。

今
後
も
、
町
・
議
会
・
住

民
が
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、

三
位
一
体
と
な
っ
て
、
誰

も
が
住
み
た
く
な
る
町
づ

く
り
を
早
急
に
創
り
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
で
き
る
こ
と
は

協
力
も
し
な
け
れ
ば
と
も

考
え
ま
す
。

今
後
は
、
よ
り
効
率
の

良
い
議
会
運
営
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
代

弁
者
で
も
あ
る
多
く
の
議

員
の
質
問
・
意
見
具
申
の

機
会
が
さ
ら
に
増
え
る
こ

と
も
期
待
し
ま
す
。

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
対
策

を
含
め
問
題
は
山
積
み
し

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

町
長
を
は
じ
め
、
町
職

員
・
議
会
議
員
の
皆
さ
ま

が
先
頭
に
立
っ
て
旗
振
り

を
し
て
く
れ
る
事
も
期
待

し
、
明
る
い
未
来
を
目
指

し
、
全
員
参
加
で
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
人
の
意
見

が
反
映
さ
れ
た
上
で
、
更

な
る
町
政
の
発
展
を
期
待

し
ま
す
。

コロナ対策ほか、町政の発展を期待

第 64 号（10）
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原
田　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
（
あ
る

い
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
）
で
変
化

す
る
社
会
を
見
据
え
、
安
心
の

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
理
念
実
践
な
ど
新
た
な
将
来

像
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
町

長
が
描
く
町
の
姿
は
何
か
。

町
長　
第
２
次
総
合
計
画
は
後

期
５
年
の
計
画
を
12
月
議
会
に

示
す
予
定
だ
が
、
人
口
増
対
策
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
重
点

施
策
は
二
つ
の
水
道
事
業
の
統

合
と
将
来
的
な
施
設
の
整
備
だ
。

原
田　
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
が
町
総
合
計
画
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
絡
め
て
提
案
さ
れ
て
い
る

が
、
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
選
定
さ
れ
る
と
地
方
創
生
推

進
交
付
金
な
ど
の
財
政
支
援
が

上
乗
せ
さ
れ
る
。
選
定
を
目
指

す
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　
総
合
計
画
、
過
疎
計
画

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
し
で
は
考
え
ら

れ
な
い
。
色
々
な
ア
イ
デ
ア
を

基
本
に
進
め
た
い
。

企
画
課
長　
長
野
市
が
既
に
未

来
都
市
に
選
定
さ
れ
、
市
は
連

携
中
枢
都
市
の
中
で
対
応
す
る

が
、
町
と
し
て
は
未
定
だ
。

医
学
生
対
象
の 

 
 

奨
学
金
を
検
討

原
田　
飯
綱
病
院
は
、
多

面
的
な
医
療
機
能
の
強
化

で
継
続
的
な
経
営
安
定
が

求
め
ら
れ
る
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
一
定

期
間
の
飯
綱
病
院
勤
務
な

ど
を
条
件
に
医
学
生
対
象

の
貸
付
金
支
援
制
度
な
ど

町
独
自
の
医
師
確
保
策
を

検
討
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

町
長　
ド
ク
タ
ー
の
確
保

は
病
院
経
営
の
大
き
な
課

題
だ
。
提
案
の
貸
し
付
け

奨
学
金
制
度
は
、
返
済
免

除
の
問
題
も
あ
る
が
、
ぜ

ひ
検
討
す
る
時
期
だ
と
思
う
。

住
民
理
解
を
進
め  

 

大
門
川
活
用
も

原
田　
水
道
事
業
改
革
へ
の
町

長
の
積
極
的
取
り
組
み
を
評
価

す
る
が
、
ま
ず
現
在
の
２
本
立

て
の
水
道
会
計
の
統
合
を
。
そ

の
上
で
大
門
川
水
源
な
ど
新
た

な
水
源
確
保
、
施
設
の
老
朽
化

対
策
に
進
ん
で
ほ
し
い
。

町
長　
二
つ
の
水
道
会
計
を
変

更
し
て
一
本
化
し
た
い
。
大
門

川
活
用
は
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い

を
避
け
る
。
後
は
工
事
費
用
な

ど
を
水
道
料
に
た
だ
反
映
さ
せ

ず
、
一
般
会
計
で
ど
う
負
担
し

て
理
解
を
得
る
か
だ
。

原
田　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

環
境
、
人
材
確
保
な

ど
地
方
創
生
政
策
と

大
き
く
か
か
わ
る
。

例
え
ば
人
口
増
で
は

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ

る
人
材
確
保
に
は
情

報
網
整
備
や
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
、
転
職
後

の
働
き
場
所
（
企
業

等
）
の
誘
致
や
事
業

所
の
紹
介
活
動
の
拡

大
が
一
層
求
め
ら
れ

る
。

町
長　
景
観
条
例
を

12
月
議
会
に
提
案
し
た
い
。
関

係
人
口
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
絡
め
て
目
に
見
え

る
形
で
総
合
的
に
進
め
れ
ば
、

地
方
創
生
は
開
花
す
る
と
の
予

感
を
持
つ
。

副
町
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
応
し

て
い
る
県
は
２
０
３
０
年
度
時

の
温
室
効
果
ガ
ス
を
13
年
度
比

で
60
％
削
減
す
る
野
心
的
削
減

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

�

町
も
県
を
参
考
に
町
民
、
団

体
、
企
業
な
ど
各
分
野
で
取
り

組
み
、
身
近
な
レ
ジ
袋
削
減
や

食
育
、
健
康
問
題
な
ど
意
識
が

浸
透
す
る
よ
う
心
掛
け
た
い
。

ポストコロナ見据え

安心の生活環境づくりを
SDGsに力を入れ� � � � � �
� 水道や病院の拡充進めたい 原田�重美議員

町
長

▲�町の過疎計画はSDGsの目標を絡めて持続的発展を目指す

▲�町のシンボル飯綱病院。コロナ禍であるが安定経営へ
進みたい

一
般
質
問
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避
難
所
の
防
災
備
蓄 

 
 

物
資
の
拡
充
を

原
田��

感
染
症
対
策
を
含
め
た

避
難
所
の
開
設
可
能
な
最
大
箇

所
数
は
。

総
務
課
長��

指
定
避
難
所
14
箇

所
、
福
祉
避
難
所
11
箇
所
。
車

中
泊
可
能
な
場
所
５
箇
所
。
民

間
宿
泊
施
設
等
の
避
難
所
と
し

て
の
貸
し
出
し
に
、
協
力
を
求

め
る
協
定
等
を
締
結
し
て
い
き

た
い
。

原
田��
最
大
の
避
難
所
が
設
置

さ
れ
た
場
合
、
非
常
用
発
電
設

備
や
簡
易
テ
ン
ト
、
備
蓄
物
資

の
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必

要
だ
が
。

総
務
課
長　
非
常
用
発
電
設
備

は
２
箇
所
設
置
済
み
で
他
の
施

設
に
も
検
討
し
て
い
く
。
簡
易

テ
ン
ト
追
加
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。
備
蓄
物
資
の
保
管

ス
ペ
ー
ス
は
３
棟
設
置
す
る
予

定
。聴

覚
障
が
い
者
へ
の 

 

情
報
伝
達
は

原
田��

避
難
時
で
の
聴
覚
障
が

い
者
へ
の
情
報
伝
達
の
仕
組
み

は
で
き
て
い
る
か
。

総
務
課
長��

飯
綱
町
メ
ー
ル
配

信
シ
ス
テ
ム
や
、
飯
綱
町
防
災

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
登
録
者
、

利
用
者
に
配
信
を
す
る
。
テ
レ

ビ
サ
イ
ネ
ー
ジ

（
モ
ニ
タ
ー
を
置

い
て
い
ろ
ん
な
情

報
を
映
し
出
す
）

を
活
用
し
た
情
報

伝
達
が
で
き
る
よ

う
、
障
が
い
者
、

高
齢
者
等
に
優
し

い
情
報
伝
達
の
仕

組
み
を
更
に
考
え

て
い
く
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

町
内
コ
ン
ビ

ニ
側
異
論
な

し原田��

Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
に
つ
い
て
の
町

内
コ
ン
ビ
ニ
4
箇

所
と
の
協
議
状
況

は
。

総
務
課
長��

町
内

コ
ン
ビ
ニ
４
店
主

か
ら
町
の
公
費
負

担
で
あ
れ
ば
、
店

内
に
設
置
す
る
こ

と
に
は
概
ね
異
論

は
な
い
と
確
認
し

て
い
る
。
但
し
、

救
急
講
習
等
の
受

講
を
進
め
る
中
で

設
置
に
向
け
更
に
協
議
を
し
て

い
く
。

原
田��

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は
ほ
と

ん
ど
の
場
合
が
不
慮
の
事
故
で
、

コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
さ
れ
て
い
れ

ば
、
交
通
事
故
多
発
地
点
で
は

概
ね
カ
バ
ー
で
き
る
が
、
そ
の

他
の
地
点
で
設
置
さ
れ
て
い
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
屋
外
で
保
管
で
き

る
対
策
が
必
要
だ
が
。

総
務
課
長��

屋
外
設
置
は
、
命

を
守
る
た
め
の
有
効
な
方
策
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
更
新
時
期
等
を
考
慮
し
、

検
討
し
て
い
く
。

原
田��

女
性
の
傷
病
処
置
で
、

セ
ク
ハ
ラ
と
訴
え
ら
れ
か
ね
な

い
な
ど
の
理
由
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
を
た
め
ら
わ
ず
に
で
き
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
配
備

す
る
こ
と
は
。

総
務
課
長��

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
配
備
す
る
こ
と
は
、
関

係
機
関
、
救
急
関
係
者
等
と
協

議
し
前
向
き
に
進
め
る
。

不慮の事故でのＡＥＤ（自動体外式
除細動器）使用は万全か
町内コンビニは設置を概ね了承 原田�幸長議員

総
務
課
長

▲�屋外AED設置ができれば不慮の事故にも対応できる

▲�台風シーズンがやってくる。防災の準備を怠らな
いよう（長野地方気象台発表資料）
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事
業
者
の
窮
状
を  

 

ど
う
捉
え
て
い
る
か

石
川　
今
回
の
９
月
議
会
に
も

商
工
振
興
費
で
１
０
０
０
万
円

の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
終
息
が
見
え
な
い
中
、宿
泊・

飲
食
業
者
等
が
苦
境
に
あ
え
い

で
い
る
。
町
長
の
お
考
え
は
。

町
長　
特
に
宿
泊
業
者
の
売
り

上
げ
の
落
ち
込
み
は
顕
著
で
あ

る
。
飲
食
業
者
は
応
援
チ
ケ
ッ

ト
で
だ
い
ぶ
助
け
ら
れ
た
と
も

報
告
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
以

外
に
も
国
民
健
康
保
険
の
減
免

申
請
を
鑑
み
て
も
自
由
業
者
等

の
売
り
上
げ
減
も
相
当
厳
し
い

よ
う
で
あ
る
。

石
川　
議
会
報
モ
ニ
タ
ー
か
ら

も
「
宿
泊
・
飲
食
事
業
者
へ
の

適
切
な
支
援
を
」
と
の
声
が
あ

っ
た
。
そ
れ
以
外
の
生
産
業
者

さ
ん
か
ら
も
事
業
継
続
に
厳
し

い
と
の
声
を
聞
い
て
い
る
。
令

和
２
年
度
の
決
算
で
は
、
総
額

６
９
０
０
万
円
余
の
支
援
金
関

連
予
算
が
盛
ら
れ
た
が
、
決
し

て
潤
沢
で
は
な
い
。
町
単
事
業

で
一
人
当
た
り
10
万
円
の
特
別

定
額
給
付
金
の
よ
う
な
支
援
は

で
き
な
い
か
。

町
長　
実
際
に
要
望
が
あ
っ
た

の
は
食
品
衛
生
協
会
か
ら
だ
が
、

イ
ベ
ン
ト
や
会
合
の
自
粛
の
中
、

酒
類
の
販
売
減
や
そ
の
他
の
小

売
り
に
お
い
て
も
売
り
上
げ
減

が
生
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。
今

回
の
補
正
予
算
は
そ
う
い
っ
た

小
売
業
の
方
々
の
持
続
化
可
能

を
対
象
と
し
て
お
り
、
１
件
当

た
り
上
限
30
万
円
と
し
た
。
条

件
の
制
約
が
あ
る
が
申
請
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
現

在
、
30
件
ほ
ど
の
事
業
者
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

石
川　
こ
れ
か
ら
冬
期
に
向
か

い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
も
憂

慮
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
Ｗ

感
染
も
想
定
さ
れ
る
。
今
後
の

事
を
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
か
。

町
長　
若
い
世
代
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
奨
励
し
、
速
や
か
に
進

め
て
い
き
た
い
。
昨
年
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
は
殆
ど
い

な
か
っ
た
。
マ
ス
ク
着
用
が
大

変
、
効
果
的
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。
感
染
予
防
に
、
引
き

続
き
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
。

石
川　
事
業
者
に
コ
ロ
ナ
禍
で

の
事
業
実
態
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
は
さ
れ
た
か
。

産
業
観
光
課
長　
食
協
の
方
々

か
ら
の
要
望
を
受
け
て
今
回
の

食
品
製
造
者
や
小
売
業
者
へ
の

補
正
予
算
を
計
上
し
た
。
但
し

前
年
度
比
売
り
上
げ
２
割
減
対

象
の
制
約
が
あ
る
。
併
せ
て
感

染
予
防
対
策
費
用
に
も
２
／
３

を
補
助
と
し
た
。

石
川　
そ
の
他
の
自
由
業
者
等

は
含
ま
れ
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長　
含
ま
れ
な
い
。

石
川　
今
回
は
含
ま
れ
な
い
と

あ
る
が
、
今
後
の
扱
い
は
。

町
長　
他
の
事
業
に
つ
い
て
は

非
課
税
世
帯
へ
の
支
援
も
含
め

て
検
討
す
る
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
推
進
を

石
川　
三
水
庁
舎
を
閉
じ
て
、

不
便
を
感
じ
て
い
る
町
民
も
い

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
も
、
郵
便
局
や
コ

ン
ビ
ニ
な
ど
で
戸
籍
等
の
窓
口

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
に
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
進
め
て
み
て
は
。

町
長　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
住
民
票

や
諸
証
明
を
発
行
し
て
も
ら
う

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
は
、
間
も
な

く
到
来
す
る
と
思
う
。
窓
口
サ

ー
ビ
ス
も
大
事
だ
が
、
他
の
福

祉
な
ど
の
件
も
地
域
差
が
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
初
期
投
資
は
と
も
か
く
、

年
あ
た
り
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
５
０
０
万
円
か
か
る
。
関

係
の
近
隣
町
村
と
調
整
を
し
た

い
。

石
川　
情
報
分
野
の
社
会
資
本

で
も
あ
る
の
で
前
向
き
に
考
え

て
ほ
し
い
。

町
長　
長
野
広
域
管
内
の
坂
城

町
の
首
長
さ
ん
か
ら
も
提
案
が

あ
っ
た
が
、
周
り
の
首
長
さ
ん

の
反
応
は
い
ま
一
つ
で
あ
っ
た

よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
Ｄ
Ｘ
「
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
よ
る（
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
）

の
変
革
」
も
視
野
に
入
れ
色
々

と
検
討
し
た
い
。

コロナ禍

生産者・事業者等に継続的支援を
順次、支援の方法を考えたい

石川�信雄議員

町
長

▲�まだまだ続くコロナ対策と�
感染予防

一
般
質
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過
疎
法
対
応
で 

 
 

町
な
ら
で
は
の
考
え
は

渡
邉　
三
水
地
域
が
過
疎
法
の

対
象
地
域
に
指
定
さ
れ
、
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
計
画
（
案
）

５
年
間
の
計
画
が
示
さ
れ
た
。

今
後
も
町
民
か
ら
の
提
案
や
要

望
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
。

町
長　
反
映
さ
せ
、
県
と
も
協

議
し
進
め
る
。

渡
邉　
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
も
①
地
域
医
療
の
拡
充
（
飯

綱
病
院
支
援
策
）
②
飲
食
業
支

援
は
給
付
金
、
交
付
金
を
考
え

る
べ
き
だ
。

町
長　
①
支
援
し
て
い
く
。
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
１
５

０
床
病
院
だ
。
②
年
末
に
向
け

て
支
援
、
検
討
す
る
。

渡
邉　
水
道
施
設
整
備
を
実
施

す
る
こ
と
は
。

町
長　
上
水
道
は
対
象
外
だ
。

全
町
問
題
と
し
て
取
り
組
む
。

渡
邉　
原
材
料
支
給
事
業
を
拡

充
し
、
住
民
参
加
の
地
域
づ
く

り
を
図
り
、
町
単
事
業
等
の
工

事
の
早
期
着
工
・
完
成
を
図
る

こ
と
は
。

町
長　
過
疎
法
の
適
用
に
な
ら

な
い
。

渡
邉　
図
書
館
の
充
実
を
改
め

て
お
聞
き
し
た
い
。

教
育
次
長　
飯
綱
中
図
書
館
の

充
実
開
放
で
対
応
し
た

い
。盛

り
土
規
制  

土
石
流
点
検  

今
後
の
対
策
は

渡
邉　
異
常
気
象
等
に

よ
り
、
い
つ
ど
こ
で
発

生
す
る
か
も
し
れ
な
い

自
然
災
害
。
自
然
災
害

を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

困
難
だ
が
、
人
災
は
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
熱
海
市

で
の
土
石
流
災
害
は
、

盛
り
土
が
原
因
と
さ
れ

て
い
る
。
町
内
で
の
盛

り
土
の
規
制
・
点
検
と

今
後
の
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長　
自
然

環
境
保
全
条
例
で
対
応

し
て
い
く
。

副
町
長　
８
月
に
７
箇

所
現
地
調
査
、
異
常
な

し
。

渡
邉　
盛
土
工
法
に
よ

る
廃
棄
物
処
理
施
設
等

は
認
め
ら
れ
な
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

町
長　
芋
川
の
処
分
場

に
は
歴
史
が
あ
る
。
住

民
・
議
会
も
反
対
、
町

と
し
て
も
必
要
な
く
賛
成
で
き

な
い
。

太
陽
光
発
電
施
設
対
応

 

万
全
か

渡
邉　
町
内
各
地
で
発
電
施
設

の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

周
辺
と
の
合
意
も
義
務
付
け
て

は
ど
う
か
。

町
長　
自
然
環
境
保
全
条
例
で

対
応
し
て
い
く
。
景
観
条
例
も

で
き
る
。
不
適
地
に
は
許
可
し

な
い
。

補
聴
器
購
入
補
助
制
度

 
実
施
状
況
と
今
後
は

渡
邉　
難
聴
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
及
び
社
会
参
加
の
促
進
を

支
援
す
る
補
聴
器
購
入
補
助
制

度
は
、
導
入
後
半
年
の
新
規
事

業
だ
が
、
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

保
健
福
祉
課
長　
問
い
合
わ
せ

３
件
。
利
用
者
は
０
件
。

渡
邉　
身
体
的
な
弱
点
を
補
う

施
策
だ
。
対
象
者
の
所
得
と
年

齢
制
限
を
撤
廃
す
る
考
え
は
な

い
か
。
制
度
を
多
く
の
町
民
に

知
ら
せ
て
い
く
こ
と
だ
。

保
健
福
祉
課
長　
所
得
範
囲
の

見
直
し
は
検
討
し
た
い
。
現
在

18
歳
以
上
対
象
で
、
そ
れ
以
下

は
支
援
制
度
が
あ
る
。

盛り土規制・点検��今後は
町自然環境保全条例で対応

渡邉�千賀雄議員

町
長

▲�盛り土の調査点検が行われた黒川の原田地区造成地

▲�住宅の近くでも進む「太陽光発電」設置
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伊
藤　
上
村
へ
続
く
道
路
が
、

大
変
深
い
霧
に
覆
わ
れ
る
こ
と

が
増
え
て
い
る
。
観
光
客
を
含

め
地
元
住
民
か
ら
「
早
急
に
安

全
確
保
の
た
め
の
対
応
を
」
と

の
声
が
あ
る
。
白
線
を
引
く
等

の
対
応
を
。

町
長　
３
年
間
上
村
ま
で
通
っ

た
の
で
、
承
知
し
て
い
る
。
改

良
に
は
お
金
が
か
か
る
が
、
安

全
対
策
は
安
く
で
き
る
。
積
極

的
に
取
組
め
る
と
思
う
の
で
担

当
課
と
話
し
合
い
進
め
た
い
。

伊
藤　
全
町
的
に
、
白
線
が
か

す
れ
た
り
、
消
え
て
い
る
と
こ

ろ
が
散
見
す
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル

時
に
注
意
し
て
見
て
、
順
次
整

備
し
て
ほ
し
い
。

町
長　
意
見
を
尊
重
し
て
進
め

た
い
。

生
理
の
貧
困
に
支
援
を

伊
藤　
今
年
３
月
神
戸
市
に
住

む
女
性
が
声
を
上
げ
、
全
国
的

に
広
が
り
、
支
援
を
行
う
自
治

体
も
、
増
え
て
き
て
い
る
。
町

内
と
学
校
で
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

保
健
福
祉
課
長　
町
内
で
は
行

っ
て
い
な
い
。

教
育
次
長　
小
・
中
学
校
の
養

護
教
諭
に
確
認
し
た
が
、
困
っ

て
い
る
児
童
・
生
徒
は
い
な
い
。

と
の
こ
と
。
実
態
調
査
を
行
っ

て
い
る
自
治
体
は
あ
る
。

伊
藤　
奈
良
県
大
和
郡
山
市
で

は
、
担
当
職
員
の
努
力
も
あ
り
、

生
理
用
品
が
必
要
な
年
代
の
女

性
の
１
／
４
に
行
き
渡
る
補
正

予
算
が
組
ま
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
の
観

点
か
ら
、
取
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　
ど
の
よ
う
な
所
で
、
ど

う
や
っ
て
配
付
し
て
い
け
ば
良

い
か
検
討
し
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

軽
減
の
検
討
状
況
は

伊
藤　
令
和
元
年
９
月
の
質
問

に
、
町
長
は
、
10
年
で
平
等
割

が
５
０
０
０
円
上
が
っ
た
。
支

援
を
始
め
れ

ば
途
中
で
や

め
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

支
援
は
し
た

い
が
簡
単
に

返
事
は
で
き

な
い
。
支
援

の
仕
方
に
も

よ
る
が
、
内

部
的
に
検
討

し
た
い
と
答

弁
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な

検
討
が
さ
れ

た
の
か
。

町
長　
財
政

的
に
厳
し
い
。

国
民
保
険
を

維
持
す
る
た

め
の
人
気
取

り
で
は
だ
め
だ
。

18
歳
以
上
の
学
生
へ
の

 

支
援
の
検
討
状
況
は

伊
藤　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、

学
生
の
生
活
が
大
変
厳
し
く
な

っ
て
い
る
。
令
和
２
年
６
月
の

質
問
に
、
町
長
は
、
町
も
気
に

し
て
い
る
形
と
し
て
積
極
的
に

考
え
た
い
と
答
弁
し
た
。
ど
の

様
な
検
討
が
さ
れ
た
の
か
。

町
長　
近
隣
の
自
治
体
の
状
況

を
調
査
し
現
金
給
付
も
考
え
た

が
、
対
象
者
の
把
握
が
難
し
い
。

具
体
化
で
き
ず
に
来
て
い
る
。

町
の
奨
学
金
制
度
も
利
用
し
て

ほ
し
い
。

伊
藤　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
呼

び
掛
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
受

け
取
っ
た
人
が
拡
散
し
て
く
れ

る
。
ま
ず
一
歩
足
を
踏
み
出
す

こ
と
が
大
事
だ
。

町
長　
検
討
し
た
い
。

東高原の道路の安全確保を
安全対策は積極的に行う

伊藤�まゆみ議員

町
長

▲�地域で支える介護予防で健康寿命の延伸へ（史跡の見学…サロンたかおか）

▲�白線が消えている東高原への道路

一
般
質
問
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世
界
に
誇
る
力
強
い 

 

産
業
形
成
事
業

瀧
野��

三
本
松
直
売
所
建
設
に

か
か
る
事
業
評
価
・
改
善
策
は
。

産
業
観
光
課
長　
ふ
る
さ
と
振

興
公
社
に
お
い
て
、
経
営
戦
略

会
議
を
設
置
。
課
題
抽
出
や
今

後
の
経
営
展
開
へ
の
反
映
。
今

後
は
生
産
者
、
地
域
住
民
が
参

画
す
る
仕
組
み
を
作
る
。

瀧
野　
加
工
品
開
発
の
販
路
確

保
は
。

産
業
観
光
課
長��

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

や
直
売
施
設
、
産
業
交
流
都
市

で
の
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

瀧
野��

り
ん
ご
の
時
期
以
外
に

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
が
注
目
さ
れ
る
仕

掛
け
が
必
要
で
は
。

町
長��

１
次
加
工
品
と
し
て
企

業
に
販
売
す
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
じ
て
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
く
の
が
、
現
時
点
で
考
え

ら
れ
る
策
。

し
ご
と
の
創
業
・  

 

交
流
拠
点
整
備
事
業 

自
然
の
中
の
暮
ら
し 

 

魅
力
創
造
発
信
事
業

瀧
野��

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ

Ａ
Ｓ
Ｔ
、
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
事
業
評

価
・
改
善
策
は
。

企
画
課
長��

カ
ン
マ
ッ
セ
い
い

づ
な
で
２
週
間
に
一
度
、
定
例

会
議
を
開
催
し
、
課
題
を
協
議
。

指
定
管
理
者
の
自
己
評
価
と
、

（
仮
称
）
管
理
運
営
協
議
会
に

よ
る
２
段
階
評
価
を
実
施
予
定
。

地
方
創
生
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
、
利
用
料
収
入
に
よ

る
運
営
コ
ス
ト
減
少
を
目
指
す
。

瀧
野��

跡
地
活
用
事
業
は
、
そ

れ
ま
で
学
校
が
果
た
し
た
地
域

で
の
役
割
を
意
識
し
、
地
域
住

民
を
巻
き
込
む
こ
と
が
重
要
。

町
長��

そ
れ
が
大
事
。
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に
地
域
の
人
が
自
由

に
使
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し

て
い
る
。
も
う
一
歩
進
ん
だ
連

携
を
進
め
る
た
め
に
地
域
の
皆

さ
ん
が
ど
う
い
っ
た
事
を
や
り

た
い
か
、
地
域
の
拠
点
に
な
れ

る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
。
狙

っ
た
こ
と
が
芽
を
吹
い
て
き
た

実
感
は
あ
る
。

も
っ
と
自
分
ら
し
く
輝
く

 

ｉ（
ア
イ
）マ
マ
事
業

瀧
野��

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
事
業

の
事
業
評
価
・
改
善
策
は
。

教
育
次
長��

登
録
者
数
は
１
２

５
名
、
こ
れ
ま
で
に
テ
ー
プ
起

こ
し
を
主
体
と
し
た
女
性
の
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ

れ
、
自
ら
仕
事

を
受
注
し
、
自

立
し
て
い
る
。

課
題
は
、
セ
ミ

ナ
ー
を
受
け
る

と
こ
ろ
で
と
ど

ま
り
、
先
に
進

め
な
い
方
が
多

い
こ
と
。
利
用

者
の
固
定
化
も

あ
り
、
セ
ン
タ

ー
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
取
組

が
必
要
。（
仮

称
）
飯
綱
町
子

育
て
世
代
支
援

施
設
運
営
委
員

会
を
設
置
し
、

持
続
可
能
な
施

設
運
営
を
図
る
。

瀧
野��

お
子
さ

ん
の
入
園
前
ま

で
の
期
間
限
定

地方創生推進交付金

事業の効果をどう捉えるか
今後の住民意見の組み入れが�
� 大きな勝負 瀧野�良枝議員

町
長

▲�地方創生推進交付金の効果は

的
な
利
用
が
多
い
こ
と
が
原
因

で
は
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
で
き
る

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
質
の

問
題
と
、
利
用
者
同
士
の
横
の

繋
が
り
を
充
実
さ
せ
る
取
組
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長��

専
門
的
な
ス
キ
ル

を
高
め
る
セ
ミ
ナ
ー
、
個
人
の

働
き
に
合
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
も
同

時
に
進
め
た
い
。

地方創生事業実施のためのガイドライン
（内閣府地方創生推進事務局）より

事業の実施 ◇事業主体間の緊密なコミュニケーション
◇こまめな進捗と質の管理

事業の継続
◇安定した人材の確保
◇地域の理解醸成を促す情報提供
◇地域主体の更なる参加促進

事業の評価体制 ◇外部組織・議会等による多角的検証
◇KPI※が未達成の要因分析・課題の把握

改善への取組 ◇事業改善・見直し方針の明確化
◇事業実績の報告・次年度事業計画へ

※KPI…業績管理評価のための重要な指標

第 64 号（16）
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日
本
一
の
り
ん
ご
の
町

 

を
目
指
し
て

清
水　
「
世
界
中
の
り
ん
ご
の

栽
培
を
目
指
す
」
と
あ
る
が
現

状
、
課
題
と
具
体
策
は
。

町
長　
ブ
ラ
ム
リ
ー
（
英
国
）

等
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
町
で

は
50
種
類
以
上
栽
培
さ
れ
、
内

20
種
類
近
く
が
市
場
で
取
引
さ

れ
て
い
る
。
需
要
に
あ
っ
た
り

ん
ご
の
栽
培
を
目
指
し
て
い
る
。

産
業
観
光
課
長　
特
に
英
国
り

ん
ご
は
徐
々
に
人
気
が
出
て
き

て
い
る
た
め
、
今
年
か
ら
首
都

圏
で
り
ん
ご
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
、

新
品
種
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
予
定
。

清
水　
り
ん
ご
の
歴
史
や
特
性

の
研
究
の
成
果
は
。

産
業
観
光
課
長　
県
立
大
学
、

信
州
大
学
、
県
技
術
総
合
セ

ン
タ
ー
等
に
業
務
委
託
を
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
調
査
分
析
研

究
を
し
て
い
る
。
気
象
変
動
に

よ
り
現
状
維
持
が
可
能
か
は
大

き
な
課
題
で
、
そ
の
条
件
に
併

せ
て
栽
培
技
術
等
を
進
化
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

日
本
一
女
性
が
住
み
た

く
な
る
町
を
目
指
し
て

町
長　
各
地
区
の
区
や
組
長
に

女
性
が
就
任
し
た
こ
と
が
な
い
。

前
例
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

町
の
将
来
人
口
は

清
水　
令
和
22
年
の
人
口
推
計

値
を
８
８
０
０
人
と
し
て
い
る

が
、
人
口
増
対
策
へ
の
具
体
策

と
裏
付
け
数
値
は
。

町
長　
住
み
よ
い
環
境
、
住
む

場
所
、
家
賃
の
補
助
、
家
を
創

る
た
め
等
へ
の
補
助
、
働
く
場

の
確
保
、
通
学
・
通
勤
・
通
院

等
の
利
便
性
、
支
援
等
を
総
合

的
に
実
施
し
て
、
一
万
人
以
上

の
人
口
を
確
保
し
た
い
。

企
画
課
長　
数
値
で
は
、
令
和

２
年
度
の
０
～
９
歳
ま
で
の
転

入
増
加
数
は
29
人
で
、
県
下
の

市
町
村
で
は
８
位
、
町
村
で
は

軽
井
沢
に
続
い
て
第
２
位
。
30

歳
代
の
転
入
増
加
数
は
35
人
で

県
下
の
市
町
村
で
は
８
位
、
町

村
で
は
軽
井
沢
町
、
御
代
田
町

に
続
い
て
第
３
位
。

町
内
の
婚
活
状
況
は

保
健
福
祉
課
帳　
信
濃
町
、
飯

綱
町
で
今
年
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
う
予
定
で
あ
る
。
町
の
相
談

所
は
、
県
で
進
め
て
い
る
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、

県
内
全
域
の
結
婚
相
談
所
の
登

録
者
デ
ー
タ
を
検
索
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
相
談
員
の
経
験
を

活
か
し
、
出
会
い
の
可
能
性
を

広
め
て
い
る
。
令
和
４
年
１
月

か
ら
自
分
の
ス
マ
ホ
で
検
索
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
予
定
し
て
い

る
。い

じ
め
や
不
登
校
問
題

 

の
取
り
組
み
は

教
育
次
長　
学
校
で
も
研
修
等

を
通
じ
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
る
。
不
登
校
は
、

昨
年
度
小
学
校
４
件
、
中
学
校

８
件
で
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
等
に
よ
る
相
談
、
支
援
な
ど

を
行
い
学
校
等
と
関
係
を
途
切

れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
最
先

端
農
業
の
研
究
成
果
は

産
業
観
光
課
長　
気
象
セ
ン
サ

ー
、
カ
メ
ラ
、
Ａ
Ｉ
な
ど
で
分

析
し
た
最
先
端
農
業
の
研
究
を

す
す
め
て
い
る
。

ス
キ
ー
場
及
び
、
観
光

施
設
の
入
込
み
状
況
は

産
業
観
光
課
長　
令
和
２
年
度

は
３
万
３
千
人
程
、
前
年
比
１

１
８
％
程
、
飯
綱
東
高
原
全
体

で

10
万
２
千
人
強
で
前
年
比

48
・
５
％
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が

大
で
あ
る
。

他
の
質
問
事
項

１�　
間
伐
材
や
農
業
集
落
排
水

汚
泥
の
利
活
用
の
課
題
と
成

果
は

２　
耕
作
放
棄
地
の
防
止
問
題

３�　
牟
礼
長
野
間
の
バ
ス
利
用

状
況
と
財
政
支
援
は
。

４�　
若
者
住
宅
前
の
空
地
に
自

転
車
道
を
作
る
計
画
は
。

５�　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
稼
働
日

数
は
。

総合計画等に係る検証は
需要にあった対策を目指す

清水�均議員

町
長

一
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町
政
執
行
を
顧
み
て
は

荒
川　
町
政
執
行
を
通
し
て
の

費
用
対
効
果
等
の
思
い
は
。

町
長　
町
は
今
の
財
産
を
維
持

存
続
と
住
民
生
活
を
守
り
、
希

望
の
持
て
る
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

荒
川　
町
農
業
の
在
り
方
は
、

生
産
基
盤
の
底
上
げ
強
化
に
向

け
て
、
大
胆
な
施
策
と
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
た
財
政
支
出
が
不

可
欠
と
思
う
が
。

町
長　
集
団
化
・
法
人
化
を
今

後
進
め
た
い
。
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最

先
端
技
術
農
業
を
ど
う
展
開
す

る
か
。
そ
の
際
の
個
人
負
担
に

関
わ
る
、
受
益
者
負
担
を
含
め

て
町
全
体
の
財
産
と
い
う
考
え

で
進
め
た
い
。

荒
川　
今
期
の
気
象
異
変
に
よ

る
「
り
ん
ご
・
梨
・
サ
ク
ラ
ン

ボ
」
な
ど
遅
霜
に
よ
る
結
実
不

良
と
品
質
低
下
、
そ
の
後
、
り

ん
ご
の
褐
斑
病
が
多
発
し
て
い

る
。
支
援
策
の
有
無
は
。

町
長　
出
荷
状
況
を
見
て
被
害

状
況
を
把
握
し
た
い
。
Ｊ
Ａ
で

は
、
評
価
基
準
を
下
げ
る
よ
う

で
あ
る
。
町
は
Ｊ
Ａ
と
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
を
ひ
と
工
夫
し
、

支
援
を
行
い
た
い
。（
※
後
日
、

支
援
策
２
０
０
０
万
円
計
上
）

荒
川　
商
店
街
の
活
性
は
町
の

活
性
化
に
連
動
す
る
が
。

町
長　
町
の
活
性
に
は
商
工
業

が
元
気
で
な
け
れ
ば
活
性
化
に

な
ら
な
い
。
駅
前
は
人
流
も
出

て
き
た
が
、
本
町
商
店
街
は
深

刻
で
あ
り
、
深
沢
商
店
街
は
更

に
厳
し
い
。

荒
川　
深
沢
商
店
街
の
現
状
と

将
来
を
鑑
み
、
空
地
に
共
同
駐

車
場
確
保
な
ど
の
次
善
策
は
。

町
長　

駐
車
場
維
持
管
理
を

含
め
て
確
保
な
ど
は
、
地
元

と
相
談
を
し
た
い
。

荒
川　

人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
を
踏
ま
え
、
自
治
組
織

の
今
後
の
在
り
方
は
。

町
長　

今
後
は
何
ら
か
対
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
町

の
集
落
支
援
事
業
の
活
用
に

努
め
て
ほ
し
い
。

荒
川　

昨
今
、
地
域
力
低
下

を
肌
で
感
じ
て
い
る
。
リ
ー

ダ
ー
格
な
ど
人
材
育
成
と
農

業
分
野
事
業
で
は
、「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
や
受
益

者
負
担
ゼ
ロ
の
農
地
整
備
は
、

地
域
住
民
参
加
型
事
業
の
た
め
、

実
施
に
向
け
て
所
見
は
。

町
長　
住
民
の
絆
の
希
薄
化
は

つ
ら
い
一
面
が
あ
る
。
格
差
社

会
の
是
正
も
大
事
で
あ
る
と
思

う
。「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
や

受
益
者
負
担
ゼ
ロ
の
「
土
地
改

良
事
業
」
等
を
導
入
し
た
い
。

荒
川　
今
期
へ
の
議
会
対
応
如

何
と
、
今
後
に
向
け
て
の
思
い

は
。

町
長　
議
会
は
総
て
の
事
業
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
こ
れ
程
権

威
の
あ
る
組
織
は
な
い
。
議
会

に
お
け
る
信
頼
度
・
重
要
度
は

住
民
福
祉
に
繋
が
る
た
め
、
今

後
も
対
応
を
し
た
い
。

選
挙
関
係
に
つ
い
て

荒
川　
今
年
４
月
に
行
わ
れ
た

県
下
の
某
町
議
会
議
員
は
、
当

選
時
の
祝
勝
会
席
上
、
会
費
を

徴
す
る
こ
と
な
く
出
席
者
に
飲

食
を
振
る
舞
っ
た
等
に
よ
り
、

書
類
送
検
さ
れ
、
辞
職
に
至
っ

た
。
こ
の
た
め
、
当
町
に
お
い

て
町
長
・
町
議
会
議
員
改
選
期

に
当
た
り
、
町
民
に
周
知
徹
底

を
図
ら
れ
た
い
が
ど
う
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　
広
報
８
月

号
で
は
公
選
法
改
正
に
伴
う
記

事
な
ど
を
掲
載
し
た
。
10
月
号

に
は
身
近
な
選
挙
の
た
め
、
違

反
の
な
い
明
る
い
ク
リ
ー
ン
な

選
挙
を
目
指
し
て
、
広
報
活
動

等
を
踏
ま
え
、
周
知
に
努
め
た

い
。

凍霜害などによる� � � �
� 果樹被害への支援は
ふるさと納税を活用したい 荒川�詔夫議員

町
長

▲�生産基盤強化に向けた受益者負担ゼロの
農地整備事業（長野市山新田地区）

▲�議員によるりんご等の凍霜害、褐斑病被害状況視察（芋川地区）

第 64 号（18）
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る
こ
と
。

３　
産
業
づ
く
り

⃝
�

荒
廃
地
対
策
、
農
業
所
得
増

加
対
策
と
し
て
、
地
域
奨
励

作
物
の
品
目
を
拡
大
す
る
こ

と
。
大
学
等
と
連
携
し
飯
綱

町
の
地
形
気
象
を
生
か
し
た

新
た
な
農
作
物
の
研
究
を
行

い
商
品
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
。

⃝
�

町
の
発
注
す
る
公
共
事
業
に

当
た
っ
て
は
、
小
規
模
事
業

者
登
録
制
度
の
周
知
を
図
り
、

可
能
な
限
り
地
元
業
者
が
受

注
の
機
会
を
得
ら
れ
る
施
策

を
引
き
続
き
講
じ
る
こ
と
。

⃝
�

都
市
住
民
と
の
交
流
事
業
を

多
様
な
角
度
か
ら
検
討
し
、

農
家
民
泊
受
け
入
れ
事
業
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
な
ど
、

実
効
性
の
あ
る
施
策
を
推
進

す
る
こ
と
。

４　
生
き
が
い
づ
く
り

⃝
�

地
域
医
療
を
支
え
る
飯
綱
病

院
に
お
い
て
は
、
医
師
、
看

護
師
、
薬
剤
師
を
確
保
し
、

更
な
る
医
療
体
制
の
構
築
に

努
め
る
こ
と
。

⃝
�

車
な
ど
の
移
動
手
段
を
持
た

な
い
高
齢
者
を
中
心
に
生
じ

て
い
る
「
買
い
物
弱
者
」
対

策
に
つ
い
て
、
移
動
購
買
車

の
導
入
を
図
る
な
ど
事
業
者

等
と
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
。
現
行
の
福
祉
有
償
運
送

サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
周
知

す
る
こ
と
。

５　
人
づ
く
り

⃝
�

歴
史
ふ
れ
あ
い
館
、
ア
ッ
プ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
地
域

住
民
と
の
連
携
に
よ
る
企
画

な
ど
、
地
域
に
根
差
し
た
事

業
展
開
を
継
続
す
る
こ
と
。

６　
ま
ち
づ
く
り

⃝
�

住
民
が
地
域
を
知
り
、
課
題

を
見
出
し
、
話
し
合
い
の
上

で
、
住
民
と
町
が
〝
＊
共
動
〟

で
課
題
を
解
決
し
、
集
落
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
。

⃝
�

町
は
行
政
の
審
議
会
、
委
員

会
等
へ
の
女
性
登
用
率
の
目

標
を
30
％
と
し
て
い
る
。
早

期
に
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
努
力
す
る
こ
と
。
ま
た
、

男
女
共
同
参
画
の
研
修
会
な

ど
に
、
多
く
の
町
民
が
参
加

で
き
る
よ
う
、
意
識
の
醸
成

を
図
る
こ
と
。

＊
　
飯
綱
町
の
造
語
で
、本

来
は「
協
働
」と
表
記
し
ま
す

が
、町
づ
く
り
は
労
働
で
は
な
く

「
と
も
に
動
く
」と
い
う
意
味

か
ら
こ
の
用
語
を
用
い
て
い
ま

す
。

�

全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
効
率
的
で
時
代
に
即
し
た
予

算
編
成
を
求
め
る
と
と
も
に
、

町
民
が
求
め
る
施
策
の
実
行
を

要
望
す
る
。（
抜
粋
）

１　
環
境
づ
く
り

⃝
�

田
園
・
里
山
地
域
に
お
け
る

伝
統
的
な
生
活
と
文
化
を
次

代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
。

⃝
�

広
葉
樹
を
主
と
し
た
、
里
山

づ
く
り
森
づ
く
り
に
対
す
る

町
民
の
意
識
を
喚
起
し
、
苗

づ
く
り
や
植
樹
の
手
入
れ
等

を
促
進
す
る
た
め
の
指
導
、

及
び
支
援
を
よ
り
積
極
的
に

行
う
こ
と
。

２　
生
活
づ
く
り

⃝
�

水
道
事
業
は
、
町
民
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
保
障
す
る
こ
と

か
ら
最
重
点
事
業
と
し
て
力

を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。
給
水

人
口
、
給
水
収
益
が
減
少
す

る
な
か
で
、
水
道
事
業
が
安

定
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
、

長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
施

設
の
更
新
、
整
備
を
進
め
、

効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
水
道
会
計

を
一
本
化
し
将
来
を
見
据
え

た
適
正
な
水
道
料
金
、
安
全

で
美
味
し
い
水
の
供
給
に
向

け
て
の
対
策
を
早
期
に
講
ず

　
町
民
が
求
め
る
必
要
な
施
策

の
実
施
を
求
め
、
議
会
報
モ
ニ

タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や

要
望
な
ど
も
含
め
、
各
常
任
委

員
会
で
検
討
後
、
議
会
全
員
協

議
会
で
確
認
し
、
正
副
議
長
、

２
常
任
委
員
長
が
令
和
４
年
度

に
対
す
る
予
算
・
政
策
要
望
書

（
６
テ
ー
マ
・
72
項
目
）
を
町

長
に
提
出
し
た
。

要
望
の
内
容

　
合
併
か
ら
16
年
が
過
ぎ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
を
図
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、
健
全
な
財
政
運
営
を

町民が求める必要な施策の実施を
町長に予算・政策要望書提出

 10月8日提出

（19）長野県　飯綱町議会だより

予
算
政
策
要
望



妊娠・出産・育児までのすべてのサポートを

Ｑ	 	飯綱町子育て世代支援施設がオープンし、町外者の利用も可能とありました。コロナ
の中出かけられずに平日一人で乳幼児を抱え育てているママには、相談ができたり交
流ができたりとうれしいと思います。出生人口が増えるよう妊娠・出産・育児まです
べてサポートできる体制・補助をお願いしたい。

Ａ　	新しい飯綱町子育て世代支援施設では、就園前の幼児と保護者を対象に、遊びの場、
交流の場として、「わくわく子育て講座」「読み聞かせ」などのイベントの開催や子ど
もの成長段階に応じた発達・発育・育児・悩みごとなどの相談・助言を行っています。�
　また、この施設は母子保健としての機能も備えており、妊娠期のおっぱい教室、誕
生後の乳児検診、離乳食教室、健康相談等も実施しており、切れ目のない子育て支援
体制が図られています。� � � � � � � � � �
　子育てに関する補助としては「子育て応援祝い事業」を実施しており、卒園・卒業
祝い金や誕生祝金の補助等を行っております。なお、誕生祝金については、本年度か
ら事業が拡充され第1子から20万円の補助がされています。

婦人科検診で再検査依頼されたが、病院紹介のフォローを

Ｑ	 	病院には婦人科がなく、検診するも異常が見つかった場合、文書で再検査の依頼と診
断書の提出を求められたが、町内に医院がないので非常に困った。この場合、面談を
して病院の紹介のフォローをして、不安なく再検査ができるよう配慮してほしい。

Ａ	 	長野県医師会のホームページには、がん検診後の精密検査医療機関名が掲載されてい
る。しかし全てのがん検診が対象となっているわけではなく、子宮頸がん検診後の精
密検査医療機関名は掲載されていない。今後、県の担当に受診可能な医療機関の周知
ができる情報の確認を行い、精密検査対象となった方へご案内できるようにしていき
たい。なお、検診後の相談は随時受け付けているので、困ったら健康管理センターへ
相談していただきたい。

 議会だより第63号（6月定例会） 

� モニターアンケートにお答えします

第 64 号（20）
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山林や耕作放棄地への太陽光発電施設建設の規制を

Ｑ	 	山林や耕作放棄地への太陽光発電施設の建設を規制する条例の制定をお願いします。�
太陽光発電システムは、本来、ビルの屋上等開発し尽くされた場所へ追加する施設で
あるべきです。手軽で安価だからと、山林や耕作放棄地に設置して良いとは思えませ
ん。特に、傾斜地の上部や山地林野などへの設置計画は、防災・水質や動植物への影響・
景観維持などのために、厳しくチェックされてしかるべきものと思います。

Ａ	 	太陽光発電施設は国の推進する脱炭素社会推進という面もありますが、現在、施設を
起因とする土砂崩落等の問題が全国で多発している状況もあり、町当局としても憂慮
しているところです。規制としては自然環境保全条例により開発行為として事前協議
を課し、地元意見への対応を求めたうえでの行為許可の流れとなります。事業者の権
利もあり、理由なく不許可とは対応できませんが、これから町で景観に関する条例を
12月議会提案で進めており、景観の面でも規制ができるよう策定中です。また、太陽
光発電施設の具体的許可基準を盛り込んだ条例の策定も検討しています。

町の公用車等の運行管理は

Ｑ	 	公用車、社会福祉協議会等、飯綱町でも白ナンバー車を数十台保有していると思うが、
台数により、人を送迎するなら旅客運行管理者、貨物なら貨物運行管理者を数人おか
なければならないが、飯綱町は運行前、運行後の点呼、運行管理をどのようにしてい
るか。

Ａ	 	自動車の安全運転と運行に必要な指導や管理業務を行うため、安全運転管理者1名、
副安全運転管理者4名を選任しています。また、安全な運転を確保するため令和2年度
において、安全運転講習会及び安全運転適性検査を実施しています。公用車の運行管
理については、運行日誌による管理を行っています。

（21）長野県　飯綱町議会だより
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テ
ー
マ
①
「
飯
綱
町
の
輝
く
人
口
増
対
策
」

　
６
名
の
住
民
の
方
々
に
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
を
依
頼
し
、
住
民
と
議
会
の
協

働
作
業
に
よ
り
自
由
な
議
論
の
中
か
ら
２
回
の
会
議
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま

る
こ
と
に
よ
り
感
染
拡
大
に
な
ら
な
い
よ
う
、
２
回
の
書
面
に
よ
る
提
案
を

受
け
て
検
討
重
ね
て
ま
と
め
て
導
き
出
し
た
提
言
で
あ
る
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
と
議
員
の
生
の
声
で
あ
り
、
真
摯
に
受
け
止
め
て
こ
れ
か
ら

の
飯
綱
町
の
施
策
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

空
き
家
、
空
き
別
荘
を
活
用
し
た
人
口
増
対
策

１�　
公
費
で
改
修
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
25
年
住
み
続
け
れ
ば
敷
地
ご
と
無
償
で

譲
り
受
け
ら
れ
る
対
策
。

２�　
家
賃
は
、
長
野
市
内
よ
り
安
く
し
、
通
勤
費
が
賄
え
る
仕
組
み
等
、
長

野
郊
外
の
立
地
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

３�　
新
規
就
農
移
住
者
に
は
、
納
屋
付
き
空
き
家
を
提
供
し
、
米
な
ど
１
年

分
支
給
。
引
越
費
用
補
助
金
な
ど
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
提
供
を
。

４�　
ポ
ツ
ン
の
移
住
者
に
は
、
小
さ
な
地
域
共
同
体
が
で
き
る
土
地
分
譲
を
。

５�　
住
民
は
移
住
者
を
温
か
く
受
け
入
れ
、
定
住
で
き
る
よ
う
区
長
、
組
長

会
議
に
提
案
し
協
力
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
人
口
増
対
策

　
１
階
を
共
同
店
舗
と
し
て
、
２
階
を
ア
パ
ー
ト
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
居
住

施
設
に
し
て
提
供
す
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

若
者
が
定
住
で
き
る
人
口
増
対
策

　
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
を
企
業
誘
致
し
、
長
野
市
か
ら
も
利
用
者
が

訪
れ
る
よ
う
な
総
合
店
舗
に
し
、
町
の
独
自
性
あ
る
施
策
を
展
開
し
て
ほ
し

い
。

特
化
し
た
ま
ち
づ
く
り

１�　
青
地
農
地
を
白
地
に
「
特
区
」
と
し
て
農
振
除
外
（
農
地
の
除
外
手
続

き
）
し
開
発
可
能
に
し
、
移
住
促
進
や
企
業
誘
致
を
展
開
し
て
ほ
し
い
。

２�　
国
は
２
０
５
０
年
に
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。
当
町
も
Ｃ

Ｏ
２
削
減
に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
を
進
め
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

町
、
有
酸
素
運
動
で
健
康
を
回
復
し
、
楽
し
め
る
町
、
呼
吸
系
疾
患
患
者

の
住
み
や
す
い
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ほ
し
い
。

テ
ー
マ
②�

「
子
ど
も
た
ち
の
未
来
は
飯
綱
町
の

未
来
」

　
町
で
は
人
口
減
、
少
子
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的
支
援
や
基
金
を
創
設
し
、「
こ
ど
も

子
育
て
未
来
室
」
を
設
置
し
、「
子
育
て
す
る
な
ら
飯
綱
町
」

と
呼
ば
れ
る
町
を
目
指
し
て
い
る
。

（
各
項
目
ご
と
に
、
提
言
と
し
て
家
庭
で
で
き
る
こ
と
、
地
域

で
で
き
る
こ
と
、
町
が
行
う
こ
と
を
付
記
し
て
あ
る
）

楽
し
く
子
供
を
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

１�　
保
育
人
材
の
確
保
と
、
園
児
に
と
っ
て
安
全
で
快
適
な
施

設
２�　
保
護
者
や
児
童
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
利
用
し
や

す
い
学
童
保
育
施
設

３�　
休
日
に
も
預
け
ら
れ
る
保
育
施
設
と
地
域
で
の
子
育
て
を

支
え
合
う

４�　
妊
産
婦
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
町

５�　
町
全
体
で
子
の
育
ち
を
お
祝
い
す
る

６�　
保
育
料
の
軽
減
や
ひ
と
り
親
家
庭
の
家
賃
補
助
等
を
拡
充

す
る

７�　
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
が
図
ら
れ
る
町

誰
も
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備

１�　
全
て
の
人
が
、
等
し
く
そ
の
能
力
に
応
じ
て
教
育
を
受
け

ら
れ
る
環
境

２�　
い
じ
め
や
不
登
校
等
の
な
い
町

３�　
発
達
特
性
や
多
様
性
に
配
慮
し
た
学
び
の
場
の
充
実

４�　
全
て
の
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
美
味
し
い

学
校
給
食

５�　
文
化
、
伝
統
・
行
事
食
、
郷
土
食
を
継
承
す
る

町
内
外
へ
の
子
育
て
に
関
す
る
情
報
発
信
の
充
実

　
誰
で
も
欲
し
い
時
に
欲
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る

第5次  政策サポーター会議

政策提言
	 １	飯綱町の輝く人口増対策
	 ２	子どもたちの未来は飯綱町の未来
� ＊詳細はHPに公開　

テーマ
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新しい町づくりへ  私の提案
第24回

私
の
住
む
地
区
も
高
齢
化
率
55
％
と
聞
く

中
で
、
独
居
、
二
人
暮
ら
し
が
増
え
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
中
で
、
小
中
学
生
は
12
人
程
で

す
。
こ
う
し
た
中
で
、
行
政
と
し
て
の
地
区
へ

の
サ
ポ
ー
ト
の
在
り
方
の
検
討
に
つ
い
て
、
定

期
的
に
地
区
と
の
懇
談
会
を
設
け
、
住
民
の
積

極
的
な
参
加
を
求
め
、「
声
の
見
え
る
化
」
を

図
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

と
り
わ
け
20
～
30
代
の
現
役
世
代
の
住
環

境
整
備
へ
の
助
成
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

生
か
し
た
「
学
習
支
援
」
に
つ
い
て
も
教
員
経

験
者
に
も
一定
の
賃
金
を
払
い
、
そ
の
任
に
つ
い

て
も
ら
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

学
童
保
育
も
空
き
家
を
活
用
し
て
増
や
せ

ば
、
空
き
家
対
策
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

行政と住民の「声も見え
る化」で地域活性化を

川口�悦子�さん
（小玉）

私
は
「
飯
綱
町
子
ど
も
を
支
え
る
親
の
会

よ
つ
ば
の
会
」
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
発
達
障

害
や
不
登
校
な
ど
困
り
感
を
抱
え
て
い
る
子

ど
も
を
育
て
て
い
る
親
た
ち
の
会
で
す
。
会
の

中
で
、「
新
し
く
購
入
し
て
も
子
ど
も
が
そ
の

活
動
に
の
れ
ず
、
新
品
の
ま
ま
授
業
が
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
」「
購
入
は
し
た
け
れ
ど
不
登
校

で
未
使
用
」
な
ど
学
用
品
に
つ
い
て
話
題
に
な

り
、
な
ら
ば
次
の
方
に
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
！

と
の
思
い
で
、「
飯
綱
町
学
用
品
リ
ユ
ー
ス
実

行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
町
内
の
小

中
学
校
、町
民
会
館
、メ
ー
ラ
プ
ラ
ザ
に
リ
ユ
ー

ス
ボ
ッ
ク
ス
を
置
か
せ
て
頂
き
、
使
わ
な
く
な
っ

た
学
用
品
を
入
れ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
よ
つ
ば

の
会
や
て
ん
ぐ
カ
フ
ェ
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
し
、
子

育
て
に
つ
い
て
語
り
合
い
な
が
ら
、
集
ま
っ
た

学
用
品
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
リ
ユ
ー
ス

活
動
が
こ
の
飯
綱
町
に
根
付
き
、
次
の
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に
「
モ
ノ
の
大
切
さ
」
を
伝
え
て

い
き
た
い
で
す
。

Reuse×Iizuna
～学用品を次の方へバトンタッチ～

大沢�晴美�さん
（飯綱町学用品リユース実行委員会）

飯
綱
町
が
好
き
で
す
。
自
然
が
豊
か
、
人
々

も
優
し
く
親
切
で
安
全
に
暮
ら
せ
ま
す
。
し
か

し
若
い
世
代
、
移
住
を
考
え
て
い
る
方
に
は
不

満
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
が
考
え
る
町

づ
く
り
を
提
案
し
ま
す
。

①
商
業
施
設
の
充
実

飯
綱
町
在
住
や
移
住
を
考
え
て
い
る
方
の

意
見
と
し
て
買
い
物
が
大
変
と
い
う
こ
と
を

耳
に
し
ま
す
。
買
い
物
は
必
ず
し
ま
す
。
商
業

施
設
の
充
実
は
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
考

え
ま
す
。

②
高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り

飯
綱
町
も
高
齢
化
問
題
が
あ
り
、
人
々
の

多
く
は
高
齢
者
で
す
。
良
い
町
に
し
飯
綱
町
の

功
労
者
の
方
へ
恩
返
し
を
し
ま
し
ょ
う
。
具
体

的
に
は
福
祉
施
設
、
移
動
手
段
の
充
実
、
利
用

額
の
低
減
で
す
。
若
い
世
代
も
歳
を
と
り
ま
す
。

高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く
り
は
、
将
来
的
に
若

い
世
代
の
た
め
に
も
な
り
ま
す
。

以
上
、
私
が
考
え
る
新
し
い
町
づ
く
り
の
提

案
で
す
。

未来のために
考えること

松橋�湧太郎�さん
（普光寺）

（23）長野県　飯綱町議会だより

町
民
の
声



ま
す
。
景
観
の
維
持
管
理
に
は
、

多
く
の
住
民
が
心
身
と
も
に
安

心
で
き
る
た
め
の
規
範
と
実
行

力
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
特

に
伝
統
的
な
農
村
景
観
の
素
晴

ら
し
さ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

自
然
環
境
へ
の
住
民
の
働
き
か

け
～
道
や
水
路
の
普
請
、
草
刈
、

倒
木
処
理
、
外
来
種
除
去
等
と

と
も
に
、
外
部
か
ら
の
開
発
規

制
～
山
林
や
田
畑
へ
の
太
陽
光

発
電
施
設
建
設
等
の
制
約
が
必

要
だ
と
感
じ
ま
す
。
地
権
者
の

了
解
、
合
意
形
成
、
担
い
手
の

育
成
、
費
用
の
捻
出
な
ど
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
で

も
実
現
可
能
な
ル
ー
ル
づ
く
り

が
進
め
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

景
観
保
全
の  

 

ル
ー
ル
づ
く
り
を陸

くが

 斉
ひとし

さん
（普光寺）

　
素
晴
ら
し
い
景
色
に
ひ
と
目

惚
れ
し
て
移
住
し
て
か
ら
23
年

が
経
ち
ま
し
た
。
一
住
民
と
し

て
い
つ
ま
で
も
こ
の
風
景
が
保

た
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
が
で
き

な
い
か
、
と
い
つ
も
思
っ
て
い

議会白書もご覧ください
　平成27年度から議会白書を発行していま
す。
　飯綱町のホームページから飯綱町議会情
報に入れます。
　紙媒体で必要な方は、議会事務局へ連絡
してください。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声 

�

編
集
後
記

　

今
号
が
配
布
時
に
は
、
飯
綱
町
議
会

の
顔
ぶ
れ
も
一
新
さ
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
、
編

集
委
員
に
名
を
連
ね
議
会
報
を
発
行
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
町
民
の
方
々
を
は

じ
め
、
議
会
報
モ
ニ
タ
ー
ほ
か
、
関
係

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
議
会
を
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。�

（
石
）

■ 12月定例会予定
11月29日（月）～ 12月15日（水）
（17日間）
一般質問	 	 	 	
12月1日（水）・12月2日（木）
常任委員会	 	 	 	
12月3日（金）・12月6日（月）

編集委員
　　発　行　人　　大川	 憲明
　　委　員　長　　石川	 信雄
　　副 委 員 長　　原田	 幸長
　　委　　　員　　中島	 和子
　　委　　　員　　瀧野	 良枝
　　委　　　員　　伊藤	まゆみ
　　委　　　員　　渡邉	千賀雄

町の伝統・文化

連続
文化財講座
国登録有形文化財『法母庵』
三水第一小学校茶室
（正式登録名称）

特別展は
9・26～11・28まで

歴史ふれあい館
町指定文化財すべて展示写真上：屋根裏には太い梁が

写真下：室内の様子

　飯綱町には国登録1件、
県指定３件、町指定29
件、計33件の指定文化
財があります。
　特別展に先駆け5月か
ら毎月2回、指定文化財
すべてを紹介するミニ講
座が開催されています。
　8月28日は茶室「法母
庵」の紹介があり、屋根
裏には雪の重みに耐える
工夫がされているなど、
画像も交え普段は聞けな
い内容もあり、歴史ファ
ンにとっては大変興味深
い講座となっています。
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